
第9回世界林業会議について

田 間j 隆

1985年7月 1仁lから 12日にかけて，メ キシコシティにおいて同国政府主催の世界

林業会議が開催される。読者の中にはインドネシアのジャカノレタで、開かれた前回の会

議を御記憶の方も多いことと思 う。 この 会議は第 1回が 1926年に開かれて以来今度

のメキシコでようやく 9問自をむかえるという， 長い伝統のわりには開催回数が意外

に少ない。ちなみに第 8D司会議の開催は 1978年であ円た。 今回この欄を借りて世界

林業会議の紹介，PRをさせていただく 。

国際農業協会 (1905年創設〉の第G同一般会議 (1924年〕は林業の諸問題を世界的

規模で討議するための 枇界林業会議の組織を決め， これを受けて協会の主催により

1926年 ローマにおし、て第 111'!1が開催された。会議の主題としては林業統計 -林業情報

の|主11祭サーヒ、スのli'oU'r，林産物貿易，森林の適正開発等がとりあげられている。その

後 1936年にハ ンガリーのブタペストで第2rmが， tr4 2次位界大戦と 1945年の FAO
の創設とをはさんで 1949年にフィンランドのへノレシンキで第 3回会議がフィンラン

ド政府の協力のもと， FAOの主催で聞かれた。この折に， 会議の定期的な開催及び

会議において熱帯林業問題を取り扱うことに対する要望が表明された。この熱帯林業

問題討議の機会の確保は続く 1954年のインドのデーラダンにおける第4回会議にお

いて実現をみた。この第4回目が注目されるべき点としてはそれ以外に，会議の目的

に関する原則及び組織的な手続きの一般規則を設けたことがあげられよう。この原則

により，会議は林業のあらゆる匝iの問題を討議するためのフォーラム(公開討論会)で

あり，かつ助言団体であるとの性格が明らかになった。また参加者は林業に関係する

または関心を持つ者で、あり，各人はその所属のいかんにかかわらずすべての会議にお

いては個人としての意見を述べるものとされた。組織的な面では，主催者は国家であ

り， FAOとの協力において準備委員会の運営にあたるべきことが定められたのであ

る。

第5回世界林業会議はアメ リカのシア卜ノレで「森林の多目的利用」をテーマとして

1960 年に，第 G回は 1966年にスベインのマ ドリッドで 「変化する世界経済における

林業の役割」をテーマに開かれた。この間，熱帯林業問題も引続いて取ヒげられてお

り， こ の件に関しての甘卜界的関心の ilti さ が う かがえ る 。 第 7 岡目は 1972 1['に ア ノ~ -1，' 
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ンチンのブエノスアイレスで「森林と社会・ 経済発展」のテーマのもとに関かれ 6

年後の 1978年，熱帯林の賦存，熱帯木材貿易，人口のいずれも膨大な，最も典型的な

熱帯林業国であるインドネシアにおいて第8回会議が開かれた。統一テーマである

「人々のための森林」の下に，発展途 t国の抱える食糧 ・エネノレギー問題に直接 ・間接

のかかわりを持つ森林の問題が討議されたのである。この会議にはl比界の 104か国及

び16国際機関から約2000名が参加した。この間のスタディ ーツアーの一隊は日本に

も訪れている。なお日本からの参加者は約50名であった。

来たる第9回会議の紹介パンフレットによれば，I健全なる社会発展のための 林業

資源」が主テーマであり，さ らに「開発における林業活動」を総会テーマとして各セ

ッション及び技術委員会がすすめられる予定である。この会議におし、てもこれまでと

川様に熱;Ny林業問題が扱われるが，それに加えて今 I~IIのトピックの l ドではl仏~~問題，

特に砂漠化防止の問題を抜っているのがl阪をひく O 近年の砂漠化問題の深刻化と，Iめ

IL行動に対する凶際世論の高まりが反映されたものと巧えられよう。またriIilro.lもとり

あげられたことであるが，社会林業，住民林業といわれる分野に刈する関心の泌さも

今凶のトピックの中にあらわれているようである。このように然出林業問題に刻する

関心の深さはいよいよ増してきているといえるだろう。 特にこの会議に付属して闘際

的な熱帯林業関係者の会合がもたれる予定でもある。

すでに述べたように，この会議は林業に関係するまたは関心を持つ人々の集まりで

あるという点で，研究者の集まりであるIUFROより もさらに広い底辺を持つべき性

格のものである。熱帯林業関係の話題も豊富であり，会員諸子の積極的な御参加を訴

えかけたい。願わくば先年京都で、開かれたユフロ大会以上の参加を期待したし、ところ

である。

参加する となるとまず気になるのが費用面である。会議長への参加資'についてはまだ

発表はないようであるが，前回は全期間通しで 150ドノレ，学生25ドノレ，1日毎の参加

者は 15ド、ノレ/日であったことから，おそらく先年のユブロ大会の参加費程度で、おさま

るものと考えられる。また宿泊についてはパンフレットによれば，市内の三つ星級ホ

テノレで、シングノレ 16ドノレ， ダブノレ21ドノレ， 五つ星でもシングノレ45ドノレ，ダブノレ47ド

ノレ程度で'ある。目をむくほどのことはないだろ う。また会議の前後には幾コ ースかの

スタディ ーツアが企画されており楽しみである。どこかの旅行社がツアーを企画して

くれればいっそう手i怪に参加で、きるだろう。

なお，世界林業会議の日程等の詳細については， 林野庁計画課の海外林業協力研工

〔〒100 東京都千代田区霞が関 1-2-1，電話502-8111内線5187)までお問合せ阪い

f、:l、。
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